
オリジナル品種を活かした強みのある産地づくり
と生産組織の活動強化

活動期間：平成２９年度～（継続中））

○本県の花き生産は、市場価格の低迷、消費減少の影響などから、Ｈ１５年
以降生産額が減少。

○このため、本県オリジナル品種（切花用フランネルフラワー）を活用した産
地づくりに向けて、県関係機関、ＪＡ全農岐阜、ぎふフラワー研究会などが連
携して、出荷期間拡大向けた栽培実証や販路開拓などを推進。

○四季咲き性品種「ファンシーマリエ」育成を契機とした新規生産者掘り起し
による生産拡大。

具体的な成果

１．関係機関、生産者団体等と連携した推
進体制の構築

１．切花フランネルフラワー生産の拡大

・生産者数
６名 → １１名

(H28年度)  (H29年度)

・出荷本数
約２８，０００本

(H28年度)

→約４７，０００本
(H29年度)

普及指導員の活動

■栽培特性の把握と栽培技術の実証
・県内５地域でのリレー出荷体制づくりに向
けて栽培実証ほを設置し、統一的な調査に
より比較調査を実施。

■普及指導員の指導力向上に向けた検討
会の開催

・農業試験場と連携した新品目であるフラン
ネルフラワーの指導力向上に向けて、栽培
検討会を開催

■花き市場調査による、マーケットの把握

・切花フランネルフラワーの実需者の意見
収集により、マーケットの実態を把握。

■大規模花き見本市出展によるマッチング

・国産フランネルフラワーの認知度向上と日
持ちの良さをＰＲ

普及指導員だからできたこと

・現地での技術課題発見と試験研究機関と
連携した迅速な対応や研究成果の普及促
進

・生産者団体、ＪＡ、花き市場、県関係機関
との連携による栽培、販路拡大に関する課
題解決体制を構築

岐阜県
【重点プロジェクト計画】
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岐阜県 

オリジナル品種を活かした強みのある産地づくりと 

生産組織の活動強化 

 

活動期間：平成２９～３１年度（継続中） 

 

１．取組の背景 

県では、農業試験場において、オーストラリア原産のセリ科植物「フラン

ネルフラワー」の新品種開発と栽培技術開発を推進し、オリジナル品種を活

用したブランド化に取り組み、鉢物フランネルフラワー生産額は 24,643千円

(H26)に対し、切花フランネルフラワーは 2,356千円(H27)の留まっている。 

その要因のひとつは、切花フランネルフラワーは、ブライダルを中心に評

価を得ていたが、春一季咲きで出荷時期が限定されるため、生産拡大が困難

であったことが挙げられる。 

しかし、平成２７年に育成された新品種「ファンシーマリエ」は四季咲き

性で秋の切花品質も安定しているため、秋のブライダル需要期など出荷期間

の拡大が可能となり、市場からも周年出荷が期待されていることから、産地

ブランド化に向けて、栽培技術の確立や実需者とのマッチングによる販路拡

大などの取り組みを始めた。 

 

２．活動内容（詳細） 

（１）栽培技術の実証と新規生産者の掘り起し 

平坦地域から中山間地までのリレー出荷体制づくりに向けて、県内５地

域での新規栽培希望者を中心に栽培実証を行うとともに、生産者組織と連

携した現地研修会を行った。 

（２）普及指導員の指導力向上に向けた栽培検討会を実施。 

新品目である切花フランネルフラワー栽培を現地で指導する普及指導員

の技術習得を目的に、農業試験場と連携して栽培検討会を行った。 

（３）花き市場調査によるマーケットの実態把握 

   市場担当者、仲卸業者、生花店（フラワーデザイナー）の現地調査によ

りフランネルフラワーのマーケットの大きさ、出荷規格と利用方法など活

用の実態の把握を行った。 

（４）大規模花き見本市におけるマッチング 

 ＩＦＥＸへの出展を通じて、出荷規格の検討や従来の輸入花きのイメー

ジの払しょくする日持ちの良さ、独特の質感の魅力などのＰＲを行うとと

もに、ドライフラワー等の加工業者の情報収集を行った。 

 

３．具体的な成果（詳細） 

（１）関係機関、生産者団体等と連携した推進体制の構築 

   栽培技術の確立や販売規格統一などに取り組むため、県・ＪＡ・生産者

団体が連携した推進体制を強化した。 
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今後、実需者の産地への要望等を反映した生産体制を構築するため、花き

市場等との連携強化にに取り組む。 

（２）切花フランネルフラワー生産の拡大 

   生産者数が６名（H28年度）→ １１名（H29年度） 

   出荷本数 約 28,000本（H28年度）→ 約 47,000本（H29 年度） 

   新規にフランネルフラワーの試作をした生産者の多くは生産拡大を希望

しており、H30 年度はさらに生産が拡大する見込みである。 

   一方、試作で生産を中止した生産者は、他の品目との作業競合が要因で

あったことから、導入にあたっては経営の位置づけを明確にして進める必

要がある。 

 

４．農家等からの評価・コメント 

切花フランネルフラワーは、独特の質感から生花店から高く評価されてき

た。今後仲間が増え生産拡大が見込まれる事から、実需者の評価を維持する

ため、上位等級品の生産技術確立や出荷時期の分散、販路の拡大など、ＪＡ、

農業試験場、普及指導員が連携して取り組んで欲しい。 

（フランネルフラワー生産者Ａ氏） 

 

５．普及指導員のコメント 

事務所単位では生産者が少なく、地域の重点指導課題に取り上げづらい品

目を革新支援専門員がＪＡ、農業試験場、県関係課と連携して事業化して取

り組むことにより、広域的な産地づくりに取り組む事ができる。 

（農業経営課 技術課長補佐 臼田浩通） 

 

６．現状・今後の展開等 

今後、生産の拡大が期待されるが、マーケットがブライダルに限定され、

市場価格が安定していない事が問題となっており、以下の事項に取り組む。 

・出荷期間の拡大に向けて、標高差を活かしたリレー栽培体制づくりと、新

規栽培者確保に向けた栽培マニュアルの作成。 

・ＪＡと連携した新規市場の開拓や加工需要等の掘り起し。 
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